




































































































































































































































































































































































































































































































社 会 認 識
地 球 社 会（ 世 界 の 中 の 地
域 ）に つ い て の 認 識
国 家 に つ い て の 認識
国 内・地 域 社 会 に
つ い ての 認 識
思考･価 値 判断 地 球 益・人 類 益 の 迫 求 国 家 益 の 追 求 地 域 益 の 追 求
技 能・表 現 自 己 表 現 能 力　 コミュニ ケ ーシ ョン 能力　 情 報 活 用 能 力








社 会 参 加
（実践化･ 行 動 化 ）
世 界 へ の 発 信
世 界 との 連 挑・貢 献
国 内 へ の 発 信
国 内 で の 連 携・貢 献
地 城 へ の 発 信
(行 動 領 域とし て の 地 域)
地 域との 連 携･ 貢 献
ア イデ ン ティテ ィ
（ 自 己 の 帰 属 意 識 ）
↓
グ ロ ー バ ル アー イデ ン テ イテ イ
心
↓
ナ ショナ ル アー イデ ン ティティ
↓
ロー カル アー イデ ン ティテ ィ
ノ
マ　 ：　　　　　　　　　　　　　　　　 ：




















































＜ 社金参加･斃 ＞ 多 元的 アイデンティティ

















































































































































































































地球的諸課題 ６ ４ Ｉ ２ 13
地球社会システム ２ ６ ４ ４ 16




文化理解 １ 17 12 ５ 35
地域のグローバル化 ０ ２ ６ ３ 11
世界的関係性 ０ １ ６ ３ 10
計 10 31 33 17 91
分類結果から，単元構成内容では「‾文化理解」
が，単元構成方法で は 匚インターナショナル型」
の視点に基づく単元構成が重視されている。つ ま
り，外国理解中心の旧来の単元設定や学習展開が
主流であり，グローバル化への対応の必要性は意
識されつつあるものの学習への反映は不十分であ
ると指摘できる。前述のように，今後の国際理解
学習では国家の枠組みを超えた社会の多元性・重
層性に着目し， 厂共生」を鍵概念 とする実践開発
をする必要かおる。 これに関わる視点が単元構成
内容では 匚国際協調・協力」，単元構成方法では
「ト ランスナショナル型」であるが，評価できる
実践は1 事例しかない。
（2） 単元構成の特性
厂グローバル構成内容領域」の場合，単元構成
内容では，地球的な課題や世界の現実という具体
的な社会事象を通しての事実的な社会認識形成が
図られている。単元構成方法では，国家の枠組み
を相対化した地球社会的な視点や多国的な視点か
ら単元を構成し，社会事象の認識と考察が図られ
ている。以上の点から，地球的な課題が顕著に表
れている世界の各地域の問題認識を通して自分た
ちの国や地域や生活を見つめ直したり，自分の国・
地域の考察を複数の国家・地域との比較から行っ
たりする単元構成が重視されている。つまり， マ
クロな社会レベルの次元にある地球や世界からの
アプロ ーチによる演繹的な学習展開が「グロ ーバ
ル構成内容領域」の単元構成の特性である。
厂ロ ーカル（ナショナル）構成内容領域」の場
合，単元構成内容で は，国の枠組みに依拠した外
国文化・異文化・多文化理解や，国際化した地域
と外国人住民の文化的背景の理解から国際社会に
関わる文化的差異や類似性・共通性 についての認
識形成が図 られている。単元構成方法では，多文
化理解の視･氛から単元を構成し，民族的文化的な
差異や類似性・共通性の理解と，人間としての普
遍吐についての認識形成が図られている。以上の
点 から，外国人との交流活動や地域の人々等のゲ
ストティーチャーとの異文化体験や外国の社会に
ついての聞き取りによる学習活動が活用されてお
り，交流活動を通した文化理解や国際化する地域
の理解を図る単元構成が重視されている。つまり，
ミクロな社会レベルの次元 にある人間や地域から
のアプローチによる帰納的な学習展開が「‾ローカ
ル（ナショナル）構成内容領域」の単元構成の特
性である。
しかし，課題としては次の点が指摘できる。 グ
ロ ーバルなアプローチでは，地球全体に関わる社
会事象や課題について国家的視点から検証・考察
がされるが，地域的視点から行うことはあまりな
されない。逆に，ローカルなアプローチで は，地
域で見られる社会事象や地域的な課題 について国
内の他地域との共通性や多元性の検出はなされて
も，世界や地球社会をフィールドにした検証まで
はなされていないＯその原因はグローバルとロー
カル両者 の間にある 匚国」というナショナルな要
素が強固なフィルターの役割を果 たしていると考
える。このように実践においてもグローバルとロー
カルの双方向的な相互関連がなされず，両者が乖
離している点が課題である。
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Ｖ　グローバルとローカルの関係性を視点にした国際理解学習の単元構成
実践事例分析と考察から明らかになった課題を
克服するためには
，グローバルらローカルまで
の各社会レベルを視野に入れた「共生
」を中心概
念に据え
，次のような単元構成の視点に基づいて
授業設計を図ることが重要である。
＜単元構成内容＞
・グローバルにもローカルにも関わりを見出し
やすい「グロ
バール構成内容領域」の「国際
協調・協力」に関わる内容を教材化する。
＜単元構成方法＞
・地球社会における身近な地域に着目したアジ
ア視点と
，グローバルな視点により近接し多
面的多角的な見方が形成しやすい多国的視点
に拠っている「トランスナショナル型」の単元構成方法を用いる。
さらに
，その有効な教材としては「災害と防災」
が指摘できる。その意義として，以下の３点が挙
げられる。
①災害（特に自然災害）は全世界のどの地域にお
いても発生する危険性があり
，グローバルから
ローカルにまでのあらゆる社会レベルに関わる。⇒事実・事象の広域性や社会レベル間の重層性
②災害を社会科学的な側面から追究する（例えば
被災者救援
，食料や物資などの生活支援，防災
のための地域コミュニティの形成など）ことに
よって
，人権・環境・平和・資源 あらゆる
地球的諸課題に関連した問題が浮き彫りになる。⇒事実・事象の多元性
③災害の直接的な原因は破壊的な自然現象の発生
に伴う「天災」であるが，場合によっては「大
災」にもなりうる。一方で，「人災」は社会や
人の働きによって被害を未然に最小限に食い止めることができ，「防災」や「減災」が可能と
なる。
⇒人間関係の構築や社会参加の重要性
Ⅵ　研究の意義と今後の課題
本研究では
，国際理解に関わる各教育論の考察
と実践事例分析を通して，インターナショナリズ
-
ムに基づく学習の重用による弊害と限界を現状課
題として指摘した
。そして課題克服のためには，
世界はグロ
バールからローカルを包括する重層的
な社会構造を持つという認識に立つことで国家偏
重主義の相対化を図り
，グローバルとローカルの
関係性を重視した学習を構築する必要性を示唆し
た点において意義かおる
。
課題としては
，前述の礼帽こ基づいて開発した
単元を，理論的実践的に検証を行うことである。
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【註】
1）例えば
，奐住忠久氏は「新しい国際化」に対応で
きる日本人としての能力
・資質開発の観点で国内レ
ベルに立つものを「臨教審型国際理解教育
」。ネス
コ教育勧告にある正義，自由，人権及び平和の促
進のため
」にすべての者に必要とされ国際社会（グ
ロ
バール社会）レベルに立つものを「ユネスコ型国
際理解教育
」と名づけている。（奐住忠久『共生の時
代を拓く国際理解教育』黎明書房, 2000, pp.17-18)
2）田渕五十生「国際理解教育
・グローバル教育の研
究
」全国社会科教育学会編『社会科教育学研究ハン
ドブック』明治図書, 2001, pp.406-407,嶺井明子
「国際理解教育
」天野正治・村田翼夫編『多文化共生
社会の教育』玉川大学出版部, 2001, 92-95
3）ただし日本においては国家的
一体感を醸成する国
民的資質やナショナル
・アイデンティティの形成に
関心が焦点化しており，国内には十分浸透しなかっ
た。
4）西村美智子「グロ
バールマインドを育てる『国際
理解教育』を」歴史教育者協議会（歴史地理教育Ｊ
No.667, 2004, pp.126-132
5）田渕五十生「多文化社会と私たち
」米田伸次・大
津和子
・田渕五十生・藤原孝章・田中義信『テキス
ト国際理解』国土社, 1997, pp.78-80
6）桐谷正信「多文化教育」日本社会科教育学会編
『社会科教育事典』ぎょうせい, 2000, pp.90-91
7）例えば
，二つ以上の相異なる文化の狭間で展開す
る教育として「異文化間教育」がある。海外・帰国
児童生徒教育
，留学生教育，在日外国人教育，マイ
ノリティ教育
，などを包括し，広領域に及ぶ。（佐藤
郡衛「異文化間教育
」今野喜清・新井郁男・児島邦
宏編「新版学校教育辞典」教育出版, 2003, p.26)し
かし海外子女教育・帰国児童生徒教育や外国人児童
生徒教育から発展した経緯から
，異文化接触に関わ
る教育が中心となっている。
8）例えば
，加藤幸次氏は，新たな国際理解教育とは
国々の多様性
・相対性を認めながら相互依存性と有
限性を自覚し，地球という世界を共に守る「グロー
バル倫理をめざす共生理解」であると述べている。
（加藤幸次
・浅沼茂編『国際理解教育をめざした総合
学習』黎明書房, 1999, p.8-19)
9）神奈川県国際交流協会繼『グローバル時代の国際
理解教育にむけて～グローバル教育と多文化共生教育のインターフェイス～』2003
10）太田満「国際理解教育における地域学習の意義と
課題
一グローバル教育と多文化教育のインターフェ
イスとしての「地域」－」帝塚山学院大学国際理解
研究所『国際理解』34号, 2003, pp.203-212
11）例えば
，西村公孝氏は地球社会時代における新た
な公民は，一人の人間の中に私的利益を追求し，家
族
・地域共同体に生きる生活者としての匚私」を核
にし
，地域益や地方益を追求する「市民性（公民性）」，
国家益を追求する「国家公民性」，地球益を追求する
「‾地球公民性
」といった多次元の公共空間で公事に関
心を寄せる資質・能力，つまり匚多次元的公民性」
を兼ね備える重要性を指摘している。（西村公孝
「『公共性』論の分析から考える主権者教育の課題」
鳴門社会科教育学会『社会認識教育学研究』第20号，
2005, p.ﾌ）
12
）多元的アイデンティティについては，例えば，佐
藤郡衛『国際理解教育』明石書店, 2001, pp.30-34,小関一也「‾地球時代のアイデンティティ」教育科学
研究会編『教育J No.645,国土社, pp.55-62などで
指摘されている。
13』新井郁男厂『グローカリズム』の視点を教材開発にどう生かすか」佐藤郡衛編『国際をテーマにした学
習活動50のポイント』教育開発研究所, 2002, p.34
14）本来「リージョナル」は国内の地方という意味で
あるが
，ここではアジアやアフリカといった世界の
中の地域という意味で用いる。ただし，世界の地理的な区分で用いられることが多いが社会の枠組みと
しては十分確立していないため，本論文では匚グロー
バル」に含める。
15）「‾ローカル」は地域という意味であるが，本論文で
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は都道府県レベルまでの地域を指す。
